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 これまでCaGa2S4にドープしたMn
2+ の弱い

赤色発光の REE共添加による増強について報

告し [1,2]、この増感現象が添加した REE が

複数の Mn
2+ によって囲まれたクラスターモ

デルで説明できることを提案した [3]。その後、

このクラスターの存在について、ESRを用い、

上述の赤色発光に対し、添加 REE
3+が増感を

示す場合 (La, Ce) と、示さない場合 (Yb) に

ついて調査し[4]、La, Ce添加試料では添加濃

度の増加と共に、Mn
2+の信号が消失すると共

に、新たな信号が出現し、Yb 添加試料ではこ

れらが現れず、この新信号が赤色発光の増感

と相関を持つことを示した。増感のある試料

に現われる新信号の角度依存性を Fig. 1 に示

す。有効スピンハミルトニアンを用いた計算

（Fig.1 実線）から、この信号が 2個の独立サ

イト（それぞれ Fig.1 の青と赤線）によるこ

とが分かった[4]。フィッティング・パラメタ

ーと PL データを併せて検討した結果、Ga サ

イトの Mn が発光に関与していること、なら

びに、Mnは、La
3+

, Ce
3+ 等の共添加により Ca

2+ 

サイトから Ga
3+サイトへと移動し、結果とし

て赤色が増強したものと結論した。さらに、こ

れを確認するため、増感効果を示さない Sm、

Lu を Mn と共添加した単結晶を用い、ESR を

測定したので、この解析結果についても併せて

報告する。 
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Fig.1 Angular variations of ESR signals under each 

rotation scheme, where in the ac-scheme, ‘a’ stands for the 
rotation axis and ‘c’ the initial direction of magnetic field. 
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